
社会経済史学会中国四国部会 
2021 年度大会プログラム（愛媛大学・松山市）のご案内 

2021 年 10 月 26 日 
 

会員各位 
社会経済史学会中国四国部会 
大会準備委員会 高橋 基泰 

事務局 張 暁紅 
謹啓  
錦秋の候 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 この度、社会経済史学会中国四国部会は、2021 年 11 月 27 日（土）、28 日（日）に愛媛

大学主催のもと、愛媛大学城北キャンパス（松山市文京町）にて部会大会を開催いたします。 
詳細につきましては、同封した大会プログラム等にてご案内しておりますので、ご確認を

お願い申し上げます。 
 新型コロナウィルスの感染防止の観点から、今年度の大会はネット配信と対面式のハイ

ブリッド開催となります。会場にお越しいただくことが困難な方におかれましては、ぜひネ

ット配信をご活用いただきますようお願い申し上げます。ネット配信に関する詳細は下記

大会「開催方法」をご参照ください。 
 会員各位におかれましてはご多忙のことと存じますが、活発な部会になりますようご協

力いただきたく存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

謹白 
 

記 
【時間】 第１日 2021 年 11 月 27 日（土） 13：15～14：15 理事会 

14：00 から大会受付開始 
14：30～16：45 自由論題報告・総会 

     第２日      11 月 28 日（日） 9：00 から受付開始 
9：30～12：30 共通論題 

【会場】 愛媛大学城北キャンパス法文学部本館８F 大会議室（〒790-8577 松山市文京町

３） 
【懇親会】非開催とします。 
【開催方法】 ネット配信と対面式のハイブリッド開催となります。ネット配信は Zoom を

利用する予定です。 
 
オンラインでの参加を予定している会員の皆様におかれましては、事前申請が必要とな

ります。お手数ですが、11 月 25 日（木）までにご所属とお名前をご明記のうえ、下記メー

ルアドレス宛にご送信ください。申請者の方に、事務局より Zoom オンライン配信の入室情

報をメールにてご案内いたします。 
 メールの送信先：香川大学 張暁紅 zhang.xiaohong@kagawa-u.ac.jp  

mailto:zhang.xiaohong@kagawa-u.ac.jp


社会経済史学会中国四国部会 
2021 年度大会プログラム（愛媛大学・松山市） 

 

１日目：11 月 27 日（土） 

・理事会（ネット配信と対面式のハイブリッド、会場：愛媛大学法文学部本館 8F 大

会議室） 
・自由論題報告（ネット配信と対面式のハイブリッド、会場：愛媛大学法文学部本館

8F 大会議室） 
・総会（対面式のみ、会場：愛媛大学法文学部本館 8F 大会議室） 

 
第１報告（14：30～15：10）宇都宮千穂（高知県立大学） 
    「地方都市における公害問題と都市形成過程」 

司会 山本裕（獨協大学） 
第２報告（15：15～15：55）福士純（岡山大学） 

「ブリティッシュ・コモンウェルス航空訓練計画とカナダにおける航空機供給」 
司会 村山聡（香川大学） 

総会（16：10～17：10） 
 

２日目：11 月 28 日（日） 

   ・共通論題（ネット配信と対面式のハイブリッド、会場：愛媛大学法文学部本

館 8F 大会議室） 
 

共通論題（9：30～12：30） 
テーマ：「村落社会の市場経済化と共同性の諸相：対比」 

司会 高橋基泰（愛媛大学） 
 
趣旨説明（9：30～9：40）高橋基泰（愛媛大学） 
 
①  基調報告（9：40～10：10） 長谷部弘（東北大学） 

「村落社会の市場経済化と共同性の諸相－近世における上塩尻村（長野県上田市）の

事例分析から－」 
②  第 1 報告（10：10～10：40）山内太（京都産業大学）・村山良之（山形大学） 

「近世末期上塩尻村における土地市場と土地利用の一断面」 
「村内人口の動態と構造の実態：家・同族の観点から」 

 
休憩（10 分） 



③  第２報告（10：50～11：20）岩間剛城（近畿大学） 
「農村金融組織と地域金融市場の実態」 

④  コメント（11：20～11：30）村山聡（香川大学） 
⑤  総合討論（11：30～12：30） 
 
共通論題の趣旨について 
 
本シンポジウムは、5 月の社会経済史学会全国大会（神戸大学）で近世における上塩尻村

（長野県上田市）の事例分析についてパネルを持った上塩尻村研究会のメンバー（長谷部

弘・村山良之・山内太・岩間剛城）が、議論を深め総合研究モノグラフを公刊（2021 年 3
月公刊予定、現在初校）するまでの進展を開示し、国内外の対比をおこなうものです。対

比として近世イギリスを高橋基泰が趣旨説明の中で取りあげ、またドイツ近世史・環境史

の専門家である村山聡氏にコメントをお願いしています。先祖から子孫へと家名、家産、

家業、家格の存続をはかろうとする「家」が市場経済化とともにどのようにして登場して

くるのか、その背景をなす社会経済的諸環境がどのように変化するのか。村落社会内部の

人口動態の変容、市場活動の展開、歴史的制約性を持つ土地の市場化や固有の金融組織に

ついて検討します。 


